
 

地域公共バス「池 07 系統」運行状況調査について 

 

豊島区が運行支援を行っている地域公共バス「池 07 系統」の評価検証を行うための

データ作成を目的とし、「一週間全便乗降客数調査」及び「満足度調査」を実施し結果

の整理を行った。 

 

1. 一週間全便乗降客数調査 

池 07 系統の利用者の実態を把握するため、「一般」「シルバーパス利用者」「子ど

も」に分類した 1 週間全便の乗降者数の調査を実施。 

（1） 調査方法 

車内にて期間中全便の停留所ごとの乗降客数を確認。 

（2） 調査時期 

令和 5 年 11 月 28 日（火）～12 月 4 日（月） 

（3） 調査便数 

1 日往復 8 便×往復×7 日＝計 112 便 

（4） 収集データの概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行き先 
調査 

便数 
一般 シルバー 子ども 計 

東行き 

（江古田二又発⇒ 

サンシャインシティ南行） 

56 便 329 741 8 1,078 

西行き 

（サンシャインシティ南発⇒ 

江古田二又行） 

56 便 268 585 9 862 

合計 

（東行き＋西行き） 
112 便 597 1,326 17 1,940 
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■乗降者数の推移 

平成 26 年度をピークに平成 27 年度以降は減少傾向にあったが、令和４年度は令和 3 年

度と比較し、大きく増加した。（前年度比増減率 H29：4％減⇒H30：9％増⇒R1：1％減⇒

R3：35％減⇒R4：22％増）。 

1 便当たり乗降客数は、令和 4 年度の実績は約 17 人/便と、乗降客数の増加に伴い令和

3 年度より約 3 人/便増加した。 

 
 
  



3 
 

■属性別の推移 

シルバーパス利用者数は令和 5 年においては、1,326 人となり、令和 4 年 12 月と比較す

ると 39 人増加した。一般の利用者数は平成 28 年以降おおむね横ばいとなった。 

シルバーの比率は、平成 26 年以降増加傾向にあったが令和 4 年 2 月に減少した（R1：

72％⇒R4.2：66％）。 
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■回遊数（率）の推移 

両方向とも回遊数（率）は微増減があるものの令和 5 年までは概ね横ばいで推移している。 

令和 5 年は、令和 4 年 12 月と比較すると、両方向とも回遊数及び回遊率ともに増加した。 

 
 
 
 
 
  

回遊率= 出発地点から池袋西口までの間の乗車人数－降車人数

出発地点から終点までの乗車人数
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２．満足度調査 

池 07 系統への支援事業の評価データとして、また、事業効果を継続的に把握し、

サービスの質を確保・維持するための方策の検討に資する基礎情報として池 07 系

統を利用した外出状況や満足度について調査。 

(1) 調査方法 

車内での対面アンケートより実施。 

(2) 調査時期 

令和 5 年 12 月 3日（日）、12 月 4日（月） 

(3) 調査便数 

1 日往復 8 便×往復＝計 16 便 

(4) 収集データの概況 

行き先 調査便数 平日 休日 計 

東行き 

（江古田二又発 

⇒サンシャインシティ南行） 

8 便 79 69 148 

西行き 

（サンシャインシティ南発 

⇒江古田二又行） 

8 便 55 59 114 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人） 
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■東池袋方面主要施設への行きやすさの推移 

4 施設への行きやすさに対する満足度は、「とても行きやすい」「行きやすい」と回答した人

の割合を合わせて約 85％であり、調査を開始した平成 22 年から最も高い数字となった。 

「行きにくい」、「とても行きにくい」と回答した人の割合は全体の約 5％となり、例年と比較す

ると若干少ない傾向となった。 

※ 対象施設は、健康プラザ（池袋スポーツセンター）、豊島区役所、あうるすぽっと

（中央図書館）、サンシャインシティの 4 施設。 

 

 


